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令
和
３
年
６
月
１７
日
（
木
）
１３
時
３０
分
か
ら
協
会
会
議
室
に
お
い
て
理
事
１２
、
監
事
３
名
及

び
事
務
局
出
席
の
も
と
第
４
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
事
の
内
容
は
次
の
通
り
。

●
令
和
３
年
度
前
期
監
査
に
つ
い
て

足
澤
監
事
か
ら
、
午
前
中
に
令
和
３
年
度
前
期
監
査
を
実
施
し
た
結
果
、
財
産
及
び
正
味
財
産
増

減
の
す
べ
て
の
点
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
。

●
公
益
目
的
事
業
の
終
了
に
つ
い
て

公
益
目
的
事
業
は
当
初
計
画
よ
り
延
期
に
な
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
書
面
総
会
を
も
っ
て
終
了
し

た
こ
と
か
ら
、
５
月
１４
日
に
内
閣
府
に
報
告
し
、
問
題
な
く
終
了
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
。

●
会
計
処
理
及
び
来
年
度
予
算

に
つ
い
て

令
和
３
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
予
算
編
成
段
階
に
お
い

て
、
今
後
の
協
会
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
前
年
同
様
に
作
成

し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度
で
公

益
目
的
支
出
事
業
が
終
了
し
た

た
め
、
来
年
度
以
降
の
予
算
に

関
係
す
る
科
目
、
委
員
会
（
１４

委
員
会
）
及
び
年
会
費
の
値
上

げ
問
題
を
含
め
た
協
会
事
業
及

び
組
織
の
見
直
し
や
支
出
の
見

直
し
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
１１
月
１９
日
の
次
回
理
事
会

ま
で
に
来
年
度
予
算
（
案
）
素

案
を
作
成
・
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

●
令
和
４
年
度
以
降
の
予
算
決

定
す
る
上
で
、
現
在
１４
個
あ

る
各
委
員
会
の
今
後
の
運
営

に
つ
い
て

意
見
・
公
益
目
的
支
出
計
画

が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
予
算

科
目
の
整
理
を
行
う
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。
・
協
会
予
算
を

検
討
す
る
上
で
、
少
人
数
で
の

議
論
で
な
い
と
ま
と
ま
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
・
み
ど
り
香

る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
事
業

が
昨
年
度
で
終
了
と
な
っ
た
た

め
自
動
的
に
な
く
な
る
。
各
委

員
会
の
内
容
の
把
握
は
難
し

い
。
・
委
員
会
の
廃
止
は
可
能

か
と
の
疑
問
が
あ
る
が
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
事
業

の
在
り
方
を
根
本
的
に
考
え
白

紙
に
し
て
検
討
し
な
い
と
委
員

長
を
集
め
て
の
会
議

は
、
予
算
の
取
り
合
い

に
成
り
兼
ね
な
い
。
・

各
委
員
会
で
一
律
何
パ

ー
セ
ン
ト
の
予
算
カ
ッ

ト
の
方
法
は
難
し
い
と

考
え
る
。
・
以
前
も
協

会
事
業
の
ス
リ
ム
化
を

目
指
し
た
が
、
練
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

三
役
と
委
員
長
が
検
討

し
て
は
ど
う
か
。
・
収

益
を
あ
げ
る
事
業
を
行
っ
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
・
固
定
支
出
及
び
変
動
支

出
の
大
ま
か
な
数
字
を
み
る

と
、
事
業
は
収
入
の
約
半
分
し

か
使
用
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
。
・
収
入
の
約
半
分
が
事
業

費
で
、
そ
の
約
半
分
が
旅
費
交

通
費
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
・
委
員
長
が
集
ま
っ
て

も
、
結
論
は
出
な
い
の
で
は
な

い
か
。
あ
る
程
度
、
三
役
が
聞

き
取
っ
て
、
方
針
を
決
め
原
案

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
理
事
会

で
話
し
合
う
必
要
は
あ
る
が
、

各
委
員
会
で
も
話
し
合
い
が
必

要
と
考
え
る
。
委
員
会
の
旅
費

交
通
費
の
予
算
は
切
り
や
す

い
。

結
論
・
来
年
度
予
算
に
と
も

な
う
各
委
員
会
見
直
し
会
議
を

来
月
（
７
月
）
初
め
に
、
執
行

部
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
各
委
員

長
に
て
対
面
・
リ
モ
ー
ト
会
議

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ

の
後
、
８
月
の
業
務
執
行
理
事

会
で
議
論
し
予
算
案
を
作
成
し

１１
月
の
理
事
会
で
最
終
議
論
す

る
こ
と
と
す
る
。

●
そ
の
他

２
０
２
７
年
に
開
催
予
定
の

横
浜
国
際
園
芸
博
覧
会
２
０
２

７
に
つ
い
て

横
浜
国
際
園
芸
博
覧
会
に
つ

い
て
、
生
駒
順
氏
（
生
駒
植
木

㈱
・
神
奈
川
県
）
よ
り
以
下
の

提
案
が
あ
っ
た
。

提
案
内
容

横
浜
国
際
園
芸
博

覧
会
２
０
２
７
に
お
い
て
、
協

会
内
で
も
博
覧
会
に
向
け
て
準

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
協
会
内
に
横

浜
花
博
準
備
委
員
会
（
仮
称
）

を
立
ち
上
げ
た
い
と
の
提
案
が

あ
っ
た
。
な
お
、
理
事
会
に
提

案
す
る
に
あ
た
り
、
５
月
１９
日

に
開
催
し
た
業
務
執
行
理
事
会

に
お
い
て
、
理
事
会
の
承
認
を

得
る
こ
と
が
必
要
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

意
見
・
ま
ず
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
後
、
来
年
の

役
員
改
選
後
に
正
式
な
委
員
会

を
起
ち
上
げ
た
方
が
良
い
。
役

員
の
任
期
と
の
関
係
か
ら
委
員

に
は
２
０
２
７
年
ま
で
残
留
し

て
も
ら
い
運
営
に
携
わ
っ
て
ほ

し
い
。
・
過
去
の
浜
名
湖
園
芸

博
覧
会
の
際
に
は
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
求
め

た
。
相
当
の
協
会
内
で
の
調
整

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え

る
こ
と
よ
り
、
大
量
の
随
契
資

料
作
成
、
部
会
と
の
関
係
も
あ

る
の
で
慎
重
に
行
っ
た
方
が
よ

い
と
考
え
る
。
・
提
案
者
で
あ

る
生
駒
氏
を
中
心
に
４
〜
５
名

の
委
員
を
選
出
し
、
準
備
委
員

会
を
起
ち
上
げ
、
来
年
の
総
会

以
降
に
正
式
に
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
い
き
た
い
。
準
備
委
員

会
内
で
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の

構
成
は
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

結
論

理
事
会
で
、
協
会
内

で
横
浜
花
博
準
備
委
員
会
（
仮

称
）
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
準
備
委
員
長

に
は
生
駒
氏
が
選
出
さ
れ
、
準

備
委
員
と
し
て
は
佐
久
定
規
副

会
長
（
㈲
千
代
田
緑
地
）、
清

水
尚
氏
（
グ
ン
ゼ
グ
リ
ー
ン

㈱
）、
石
井
豊
氏（
石
井
植
木
）

に
委
嘱
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。

令和
３年度
令和
３年度

第
４
回
理
事
会
を
開
催

第
４
回
理
事
会
を
開
催

２０２２年版協会
オリジナル
カレンダー

２
０
２
２
年
版
協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
「
趣
味
の
園
芸
」
編
集
部
の
協
力
を
得
て

作
成
い
た
し
ま
し
た
。
B
４
判
サ
イ
ズ

会
員
価
格：

６
０
０
円
（
税
別
）、

一
般
価
格：

７
０
０
円
（
税
別
）

１
部
（
最
少
ロ
ッ
ト
１０
部
、
送
料
別
途
）

申
込
締
切
日：

９
月
１７
日
㈮

申
し
込
み
用
紙
は
同
封
し
て
い
ま
す
。
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小
川
安
都
志

小
川
安
都
志

や
す
や
す
とと

しし

㈲
小
川
産
業

新入会員紹介

コ
ン
テ
ナ
部
会
設
立
40
周
年
を
記
念
し
て

コ
ン
テ
ナ
部
会
設
立
40
周
年
を
記
念
し
て

コ
ン
テ
ナ
部
会
長

吉
澤
信
行  

㈱
小
金
井
園
（
東
京
都
）

緑育体験キットの内容
・土、肥料、木の皮マルチング、
灌水キャップ、分解性ポット、不
織布化粧ポット、緑育パンフ、フィ
ードバックアンケート等
※化粧箱は使用後、お道具箱セッ
トとしても使用できます。
※苗木は含まれておりません。目
安として９㎝ポットの苗木が入れ
られます。
注文・問い合わせ （一社）日本
植木協会 事務局０３‐３５８６‐８３８６

本来、小学校等に出向いて子どもたちにみどり
の大切さを伝える協会事業である「緑育出前授
業」の実施が、現在のコロナ禍で難しくなってお
ります。そこで、緑育出前実行委員会は、子ども
たちが自分たちで植物を育てることができる「緑
育体験キット」を作製しました。
「緑育体験キット」を使用した鉢植えの作り方
の動画も右記のＱＲコードでご覧いただけます。

こ
の
度
、
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
千
葉
県
九
十
九
里

町
で
輸
出
用
植
木
お
も
に
イ
ヌ

マ
キ
等
の
生
産
販
売
と
造
園
を

し
て
い
る
㈲
小
川
産
業
の
小
川

安
都
志
で
す
。
現
在
６４
歳
で
、

息
子
の
雄
大（
ゆ
う
た
・
３４
歳
）

も
家
業
を
継
い
で
い
ま
す
。

こ
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、
今

は
亡
き
父
が
植
木
好
き
で
毎
晩

の
よ
う
に
小
学
生
の
自
分
と
弟

に
植
木
は
見
る
人
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
「
素
晴
ら
し
い
産
業

だ
」
と
言
い
聞
か
せ
て
く
れ
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
高
校
進
学

は
迷
う
こ
と
な
く
茂
原
農
業
高

校
造
園
科
に
進
学
し
、
そ
こ
で

恩
師
に
恵
ま
れ
て
造
園
の
勉
強

が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
東
京
農
大
の
造
園
学
科
で
造

園
・
樹
木
学
を
勉
強
し
て
、

１
９
８
１
年
に
卒
業
し
３
年
後

の
１
９
８
３
年
に
木
更
津
に
造

園
・
植
木
販
売
の
会
社
を
立
ち

上
げ
、
個
人
庭
を
中
心
に
数
々

の
造
園
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。２

０
０
７
年
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

前
年
よ
り
イ
ヌ
マ
キ
の
輸
出
を

さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
、
現

在
で
は
ト
レ
ー
ラ
ー
が
入
り
、

積
み
込
み
の
出
来
る
圃
場
が
５

カ
所
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ヌ
マ

キ
は
玉
刈
り
で
固
い
印
象
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
時
間
を
掛

け
、
枝
を
長
く
し
て
、
枝
に
も

曲
が
り
を
付
け
て
育
て
、
柔
ら

か
い
印
象
の
「
よ
り
自
然
に
近

い
樹
形
」
に
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
で
き
る
レ
ベ
ル
の
高
い
植

木
、
魅
力
あ
る
植
木
作
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
会
を
機
に
、
全
国
の
皆
様

の
ご
指
導
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
イ
ヌ
マ
キ
に
つ
い
て
の
ご

相
談
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

日
本
選
手
の
頑
張
り
を
お
手
本

に
し
て
、
私
も
悔
い
の
な
い
努

力
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

コ
ン
テ
ナ
部
会
は
本
年
６
月

５
日
に
設
立
４０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

宍
倉
会
長
を
は
じ
め
協
会
歴
代

役
員
、
協
会
員
、
協
力
会
員
、

大
学
・
研
究
機
関
の
先
生
方
や

関
係
各
位
の
ご
支
援
の
賜
物
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
５６
年
の
設
立
時
、
コ
ン

テ
ナ
部
会
は
ポ
ッ
ト
部
会
と
称

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ

「
バ
ブ
ル
」
と
は
言
え
な
い
も

の
の
、
世
の
中
は
高
速
道
路
や

大
規
模
公
園
な
ど
の
公
共
事
業

が
活
発
で
、
植
木
や
グ
ラ
ン
ド

カ
バ
ー
も
作
る
傍
か
ら
出
荷
す

る
よ
う
な
日
々
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。

協
会
の
専
門
部
会
と
し
て
、

コ
ン
テ
ナ
部
会
は
常
に
新
し
い

事
に
挑
戦
し
、
植
生
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
育
成
事
業
、
地
域
性
植
物

適
用
委
員
会
、
新
樹
種
部
会
な

ど
は
皆
コ
ン
テ
ナ
部
会
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
毎
年
恒
例

の
国
内
研
修
会
で
は
、
全
国
各

地
の
生
産
圃
場
見
学
と
勉
強
会

が
定
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
海
外
研
修
会
の

機
会
も
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
古
参
の
部
会
員
か
ら
は
、

過
去
の
海
外
研
修
会
で
の
、
ハ

ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
見
学
先

の
圃
場
で
の
強
い
印
象
が
帰
国

後
の
自
社
の
経
営
に
多
少
な
り

と
も
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
話

を
伺
っ
て
い
ま
す
。

現
在
部
会
員
は
１
１
３
社
園

（
令
和
２
年
末
）
で
、
最
盛
期

よ
り
半
減
し
て
い
ま
す
が
、
彼

ら
こ
そ
、
部
会
、
ひ
い
て
は
日

本
植
木
協
会
を
支
え
る
岩
盤
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
協
会
も
設
立
５０
周
年
を

過
ぎ
、
世
代
交
代
も
進
ん
で
い

ま
す
。
か
つ
て
バ
ブ
ル
の
時
代

に
活
躍
さ
れ
た
方
も
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
植
木
の
売

り
方
も
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化

が
必
要
で
す
。

今
世
界
の
潮
流
は
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
S
D
G
s
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
抜
き
に
経
済
活
動

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。S
D
G
s

と
は
、Sustainable

D
evel

opm
ent

G
oals

（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
の
略
称
で
、

国
際
社
会
が
２
０
１
６
年
か
ら

２
０
３
０
年
ま
で

に
達
成
す
べ
き
１７

の
目
標
で
す
。
こ

の
中
の
目
標
１５
に

「
陸
の
豊
か
さ
も

守
ろ
う
」
と
あ
り

ま
す
。
部
会
で
は

以
前
、
植
物
の
二

酸
化
炭
素
吸
収
量

の
調
査
を
コ
ン
テ
ナ
樹
木
で

行
っ
た
り
、
名
古
屋
で
開
催
さ

れ
た「
コ
ッ
プ
１０
」の
会
場
で
、

地
域
性
樹
木
を
広
報
し
た
事
が

あ
り
ま
す
。
S
D
G
s
と
い
う

と
何
か
大
ご
と
の
様
に
聞
こ
え

ま
す
が
、
具
体
的
な
行
動
は
身

近
な
所
に
あ
り
ま
す
。
部
会
と

し
て
も
会
員
と
共
に
こ
れ
か
ら

も
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
設
立
４０
周
年
記
念
事

業
で
は
昨
年
よ
り
記
念
誌
「
４０

年
の
あ
ゆ
み
」、
記
念
品
「
ボ

タ
ニ
カ
ル
ジ
ン
H
A
N
A
Y
A

G
I
」
の
作
成
に
取
り
組
み
、

本
年
７
月
に
部
会
員
・
協
力
会

員
の
皆
様
に
お
届
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
記
念
誌
は
調

査
研
究
報
告
、
発
刊
書
籍
、
国

内
・
海
外
研
修
会
な
ど
こ
れ
ま

で
の
部
会
活
動
の
記
録
を
正
確

に
残
し
、
実
績
を
未
来
に
繋
ぐ

こ
と
に
傾
注
し
ま
し
た
。
ま

た
、
記
念
誌
に
は
部
会
員
・
協

力
会
員
の
担
当
写
真
を
掲
載

し
、
表
情
の
見
え
る
記
念
誌
を

目
指
し
ま
し
た
。

「
ボ
タ
ニ
カ
ル
ジ
ン
H
A
N

A
Y
A
G
I
」
は
ネ
ズ
ミ
サ
シ

の
実
な
ど
全
て
の
材
料
を
部
会

員
よ
り
調
達
し
、
北
海
道
の
酒

造
会
社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
ブ
ラ

ン
ド
名
の
「
H
A
N
A
Y
A
G

I
」
は
「
花
や
木
」
の
魅
力
を

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

な
ど
の
思
い
を
こ
め
て
命
名
し

て
い
ま
す
。
植
木
生
産
業
界
の

「
６
次
産
業
化
」
へ
の
一
つ
の

挑
戦
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
り

ま
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
部
会
は
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
、
今
後
も
斬
新
な

発
想
を
取
り
込
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。
引
き
続
き
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
共
に
若
い
部
会
員
の
方
に
は

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
共
に
部
会
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

コンテナ部会長
吉澤 信行

左から小川雄大さん、小川安都志さん

みどりの大切さを伝える「緑育」を行ってみましょう。
初回３００個限定として１，０００円（税別）／１個にて販売いたします。

緑育体験キット
作り方動画

記念品（ボタニカルジン「HANAYAGI」）
出所：㈱積丹スピリットＨＰ

設立４０周年記念誌
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持ち運べる、子どもが作れる持ち運べる、子どもが作れる

緑育出前実行委員会
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㈲
エ
ヌ
・ア
ー
ル
・テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ツ

新入会員紹介Ｎ
Ｒ
Ｔ
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ダ
ク

ツ
は
、
１
９
９
６
年
に
花
卉
の

国
際
貿
易
の
推
進
を
主
な
事
業

と
し
て
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
、
米
国
農
務
省
関
連
機
関

の
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
日
米
の
花
卉
・
植
木

産
業
の
架
け
橋
と
な
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
を
１３
年
間
に
わ

た
り
行
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

日
本
と
米
国
の
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
活
動
を
メ
イ
ン
と
し
た

も
の
で
、
日
本
植
木
協
会
の
メ

ン
バ
ー
の
方
々
に
も
、
米
国
へ

の
視
察
な
ど
に
は
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
変
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
０
０
年
台
後
半
に
は
千

葉
県
の
植
木
を
世
界
に
販
売
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ

れ
、
千
葉
県
農
林
部
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
も
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
調
査
等
を
行
う
様
に

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
最
終
的

に
は
親
会
社
で
あ
る
株
式
会
社

北
総
園
芸
と
の
連
携
に
よ
り
、

輸
出
用
の
植
木
の
生
産
も
一
部

行
い
な
が
ら
植
木
や
盆
栽
の
輸

出
業
務
を
メ
イ
ン
と
す
る
企
業

に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
中
国
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
中
東
、
東
ア
ジ
ア
、
東

南
ア
ジ
ア
、
Ｅ
Ｕ
エ
リ
ア
、
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ
の
輸
出
実

績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
２
０
１
３
年
に
は
、
農

林
水
産
省
な
ど
の
出
資
か
ら
な

る
農
林
漁
業
成
長
産
業
化
支
援

機
構
と
千
葉
県
の
金
融
機
関
か

ら
な
る
「
ち
ば
農
林
漁
業
６
次

産
業
化
投
資
事
業
組
合
」
と
い

う
官
民
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
を
受

け
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
エ
リ
ア

へ
の
植
木
・
盆
栽
の
販
売
や
、

農
林
水
産
物
の
物
流
を
行
う

ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
株

式
会
社
（http

://niw
aki

artjapan.com
/

）
を
設
立

し
、
中
国
を
中
心
と
す
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
世
界
的

な
業
務
を
行
え
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
完
了
い
た
し
ま
し

た
。今

後
は
、
弊
社
が
得
意
と
す

る
世
界
の
国
々
の
検
疫
体
制
に

対
応
し
た
農
林
水
産
物
を
、
世

界
の
国
々
に
販
売
し
、
日
本
の

農
林
水
産
物
の
輸
出
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
企
業
グ
ル
ー
プ
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
戦
後
に
侵
入
し
た
ガ
】

数
十
年
前
、
東
京
都
庁
で
街

路
樹
の
担
当
を
し
て
い
る
こ

ろ
、
し
ば
し
ば
害
虫
の
駆
除
を

依
頼
す
る
電
話
の
中
に
ア
メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
あ
り
ま
し

た
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
は
、
サ
ク
ラ
類
や
ア
メ
リ

カ
フ
ウ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
カ
エ

デ
類
な
ど
の
葉
を
食
害
す
る

「
都
市
型
害
虫
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
３０
年
ほ
ど
前
、
奥

多
摩
の
道
沿
い
で
ウ
メ
や
ク
ワ

な
ど
の
葉
を
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
の
幼
虫
が
食
い
尽
く
し
て

い
る
様
子
を
見
て
、
都
市
型
か

ら
山
間
部
や
農
地
へ
の
拡
が
り

を
実
感
し
ま
し
た
。

環
境
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

国
内
の
初
確
認
は
東
京
都
内
で

１
９
４
５
年
で
す
。
ア
メ
リ
カ

か
ら
進
駐
軍
の
貨
物
に
紛
れ
て

侵
入
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
次

第
に
国
内
各
地
に
拡
が
り
、
現

在
は
北
海
道
を
除
い

て
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
印
象
的
な

例
と
し
て
、
２０
年
ほ

ど
前
、
長
野
の
実
家

近
く
に
あ
っ
た
１０
本

ほ
ど
の
カ
シ
グ
ル
ミ

に
大
発
生
し
、
付
近

の
家
屋
の
壁
に
も
幼

虫
が
は
い
回
る
ほ
ど

に
な
り
、
そ
れ
ら
は
不
快
害
虫

の
発
生
源
と
し
て
す
べ
て
伐
採

さ
れ
ま
し
た
。
農
業
被
害
と
不

快
害
虫
の
典
型
と
思
い
ま
し

た
。
長
野
県
内
で
は
現
在
も
Ｈ

Ｐ
で
注
意
喚
起
す
る
自
治
体
が

あ
り
ま
す
。

近
年
、
東
京
都
内
で
は
発
生

を
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
駆
除
の
効
果
と
と

も
に
、
ス
ズ
メ
バ
チ
や
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
な
ど
が
天
敵
に
な
っ
て

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
全
国
的

に
も
同
じ
傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
発
生
す
る
と
育
て

て
い
る
苗
木
に
加
え
、
近
隣
に

も
迷
惑
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ

り
、
気
を
付
け
た
い
害
虫
で

す
。

【
多
種
類
の
葉
を
食
害
】

幼
虫
が
葉
を
食
害
し
、
と
き

に
は
葉
を
食
べ
つ
く
す
ほ
ど
の

被
害
を
与
え
ま
す
。
食
害
を
受

け
る
樹
種
数
は
数
百
と
い
わ

れ
、
特
に
落
葉
樹
類
に
発
生
が

目
立
ち
ま
す
。

【
生
態
】

成
虫
は
白
色
で
体
長
３
㎝
ほ

ど
、
蛹
に
な
る
前
の
幼
虫
の
体

長
も
３
㎝
ほ
ど
で
す
。
年
に
２

回
以
上
の
発
生
で
、
初
め
の
成

虫
は
５
〜
６
月
ご
ろ
に
現
れ
ま

す
。
メ
ス
は
フ
ェ
ロ
モ
ン
（
誘

引
物
質
）
を
出
し
、
雄
を
引
き

寄
せ
て
交
尾
し
ま

す
。
メ
ス
は
そ
の

後
、
葉
の
裏
に
淡
い

黄
緑
色
の
卵
を
数
百

個
産
み
つ
け
ま
す
。

卵
は
１０
日
ほ
ど
で
孵

化
し
て
幼
虫
の
毛
虫

に
な
り
ま
す
が
、
若

齢
の
こ
ろ
は
集
団
で

「
巣
」
と
呼
ば
れ
る

糸
を
張
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴

で
す
。
幼
虫
は
葉
の
主
脈
と
側

脈
の
太
い
部
分
を
残
す
よ
う
に

食
べ
つ
く
し
ま
す
。
幼
虫
の
毛

に
触
れ
て
も
炎
症
を
起
こ
す
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ガ
が
苦
手
な
方
に
は
不
快

感
を
与
え
ま
す
。
秋
に
な
る
と

幼
虫
は
根
元
近
く
の
樹
皮
の
間

や
落
葉
な
ど
で
蛹
に
な
っ
て
越

冬
し
ま
す
。

【
防
除
】

防
除
方
法
に
は
次
の
よ
う
な

方
法
が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早

い
防
除
が
被
害
を
少
な
く
し
ま

す
。

●
枝
の
除
去
・
焼
却

発
生
初
期
で
被
害
が
少
な
い

場
合
、
食
害
部
の
枝
を
切
り
取

り
、
切
り
取
っ
た
枝
は
地
中
に

埋
め
る
か
焼
却
処
分
し
ま
す
。

手
が
届
く
範
囲
で
あ
れ
ば
幼
虫

が
い
る
部
分
を
ラ
イ
タ
ー
や
た

い
ま
つ
状
の
炎
で
焼
き
殺
す
方

法
も
あ
り
ま
す
。

●
殺
虫
剤

被
害
の
範
囲
が
広
い
場
合
に

は
、
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
や
ダ
イ

ア
ジ
ノ
ン
水
和
剤
の
適
用
が
あ

る
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

幼虫

トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会
出展の寒郡茂樹さん

千葉県・富里圃場（４．５ha）

被害を受けたプラタナス

食害を受けたネグンドカエデ

イタリア・パドバでの植木見本市出展

ドイツでの隔離検疫状況
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シリーズ 社 紹介紹紹んん

有限会社竹本園
ルポ

No.7

（鳥取県鳥取市）

会社設立の経緯を教えてください。
竹本社長：「昭和４０年頃、先代（父）が実生で石南花
の生産を始め、昭和４０年後半より『竹本石楠花園』と
して九州や愛知等の市場に販売を始めたのが最初で
す」。

竹本さんが会社の跡を継いだきっかけは？
竹本社長：「最初は、“事務の人手が足りないから手
伝って”…が、きっかけです。その後、時間外の対処
でちょこちょこと圃場に出るようになり、徐々に引き
ずり込まれたっていう感じです（笑）。でも正直畑に
出ると気持ち良いんですよね～！植物との対話も楽し
いです。」
竹本園の生産品種は山の木、野の花、浜の草、多種多
様な植物があり約７００種類。通常は「雑草」と呼ばれ
るものまで取り揃えており、趣味が高じて多種になっ
たと言う。

では、会社の皆さんのそれぞれのお仕
事を教えてください。

前田カズコさん：「出荷、植え付け、挿し木、除草を
したりと、かれこれ２３年目です。私は自然が好きで、
一つとして同じ仕事がないのが魅力で、毎日楽しく働
いています」。
前嶋さん：「私は圃場全体の管理等や、１５棟あるビニ
ールハウスの修繕などをしています」。
福原さん：「私は２年目です。植物屋さんのいい点は、
常に季節を感じられ自然相手なのでストレスが少ない
ことです」。
蓮佛（れんぶつ）さん：「入社１年目の２２歳です。今
は各圃場を回って担当の方に色々教えてもらっていま
す。最近、自分で播種したものが発芽し、達成感を感
じました。この仕事面白いなって思います」。
永田さん：「私は入社８年目です。以前は花を売る仕
事に就いていたのですが、育てる方が魅力的だと思っ
て転職しました。今では上手く育たなかった植物が元
気になって、“あ、これ、商品化できるかな？”って
思えた時、嬉しいです」と、充実した毎日を過ごして
いるのが感じ取れました。
坂口さん：「私は入社１５年位で圃場や出荷等の全体管
理をしています。夏の猛暑日は、ビニールハウス内は
４０℃を超えてしまうので、中では作業をしないよう春
から段取りをしています。力仕事や農薬・除草剤散

布。薬剤は出来るだけ使用しな
いようにしていますが、必要な
時、必要な分だけ男性陣が中心
になり散布しています。気持ち
は２０歳前半です」と言う。竹本
園の若手ホープ。見た目も２０代
です。
竹本社長：「頼りにしてます！」

竹本社長に、皆さん
長く働いてますね？

竹本社長：「はい、長く勤めて
下さって嬉しい限りです。そのために“働きやすさを
大切に”と常に考えています。猛暑日は、午前中で作
業を終了したり時短も取り入れています。気候が随分
変わって来たから、そういう点は加味しています。ま
たパートさんは主婦やお子さんいる家庭もが多いの
で、休みや時間の融通は積極的にしています。一番は
家庭との両立が大切だと思っています」。

他に経営的なことで大切に思っている
ことは？

竹本社長：「地域との交流は大切に思っています。お
正月の寄せ植え教室や、小学校からの見学や体験の依
頼があれば出来る限り協力しています。
一昨年は、近くの体育館を借りて１００人程の小学生に
植物や環境の話をし、寄せ植え体験をしてもらいまし
た。子どもたちに自然や植物のことを教えることは大
切な事、この仕事をしている私たちの重要な役割だと
思っています」。“でも逆に元気をもらいます”と楽し
そうに話してくれました。

ここまで会社を続けられてきて大変
だったことは何ですか？

竹本社長：「まっ！何かと有りますが成るようにしか
ならないし深刻に考えないようにしています。」と高
笑い。思いっきりポジティブな竹本さん。

会社を続けている上でのモットーは？
竹本社長：「希少植物・絶滅危惧種を次世代へ残すた
めに出来る限り種を継ぐことです。でもまず第一に、
みんなが幸せを感じながら生活出来る事が私の望みで
す」と力強く言う。
「仕事でもプライベートでもストレスを感じずにやっ
て欲しいです。“会社は人”です。“チーム”です。会
社は自分一人で成り立たないし、皆さんのお蔭で成り
立っているので日々感謝感謝です」。
「あと、私が指示するのではなく、みんなが考えて“こ
うしたい”って言ってくれた事を後押しています。で
すから、“こうしたい”と言いやすい環境づくりには
努めているつもりですが…。その方が面白味や働き甲
斐を感じられると思います」。
永田さん：「社長はいつも“なんかあったら言ってね、
言ってね”と言ってくるので、“今、言ってるじゃな
いですか～！”って繰り返しです！」と笑いながら教
えてくれました。

皆さんの趣味をお教えください。
趣味もほとんど自然系でした。（集合写真左上からご
紹介します）
前嶋さん：趣味はなく、週末はのんびりと昼寝（笑）
前住さん：山野草等の知識豊富。皆さんが色々質問し
てくるそうです。
前田カズコさん：車の運転好き。あまり知られていな
い寺や山奥などに行きます。だからお客さんの所に軽
トラで行くのも苦になりません。
永田さん：趣味はガーデニング。ハーブが好きで２、
３年前は百何十種類も植えていました。あとは、シャ
ドーボックス作り。（カードを数枚重ねて立体的に作
るアート）
福原さん：この猛暑なの
で、週末は寝ていたいのが
本音ですが、子どもが高校
生と小学生で３人居るの
で、なんだかんだと動きっ
ぱなしです。（笑）
中山さん：前田師匠に指導
して頂きながら盆栽修業
中。
坂口さん：モノを作ること
が好き。ＤＩＹで何でも造
りますが、最近はテレビの
ラックや友達の家のクロス
貼りや車の全塗装など。家
の畑では好物の白ネギ作
り。
竹本社長：休日はボーとし
て居る事も有りますが、足
が勝手に会社に向いて仕事
をしていることも多いで
す。昨年、自宅に“庭を作
るぞ”って宣言したけど、
なぜか家庭菜園を作って夏
野菜を収穫（笑）。
前田さん：盆栽を卒業して
現在、果樹のコンテナ栽培
に挑戦中。
蓮佛さん：スノーボードを
始めました。坂
口さんに教えて
いただいたり、
動画を見て研究
しています。あ
とは天気のいい
日は散歩です。
普段車で通ると
ころも歩けば新
しい発見が有り
楽しいですよ！

インタビューを終えて 皆さん共通して、自然が好き
でモノづくりが好き。職場は、自然体でいられて気持
ちよく活動できる生活の一部だと感じました。

坂口さん趣味 車の全塗装は
プロ顔負けの腕前だそうです。

前田さん趣味のコンテナ栽培 イチジク

▲昨年の暮れはドカ雪が降って、竹本さんがあたふたと
ビニールハウスの雪下ろしをしていたら、皆さんが次々
と休日返上で雪下ろしに来てくれて嬉しかったそうです。

中山さん趣味の盆栽

左上より 前嶋さん・前住さん・前田カズコさん・永田さん 福原さん
左下より 中山さん・坂口さん・社長の竹本さん・前田さん・蓮佛さん

▲挿し木作業

「やっぱり会社は人が大切。感謝感謝なんです」
このリモートインタビューで、社長の竹本祐子さんから何度「感謝」
という言葉を聞いただろうか。
現代のジェンダーレス社会ですが、植木協会では数少ない女性社長の
一人。竹本さんの会社に対する真髄を率直にお聞きしました。

▲冬支度作業▲日本列島植木植物園の看板

竹本園全景
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学校紹介
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〜
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未
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〜

愛

知

県

立

稲

沢

高

等

学

校

本
校
は
大
正
３
年
、
慣
行
的

に
行
わ
れ
て
い
た
農
家
に
学
理

を
応
用
し
、
農
村
社
会
に
お
け

る
中
堅
的
自
営
者
を
養
成
す
る

と
い
う
実
業
教
育
の
理
念
を
踏

ま
え
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
造

園
に
関
す
る
学
科
に
つ
い
て
は

平
成
５
年
度
に
「
緑
地
園
芸

科
」
と
「
造
園
土
木
科
」
が
統

合
し
、
両
学
科
の
伝
統
と
教
育

内
容
を
受
け
継
ぎ
、
地
域
産
業

と
の
関
連
を
よ
り
重
視
し
た

「
造
園
緑
地
科
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
１４
年
度
に
は
、

学
科
名
を
「
造
園
緑
地
科
」
か

ら
「
環
境
デ
ザ
イ
ン
科
」
に
変

更
し
、現
在
の
４
学
科
体
制（
園

芸
科
、
農
業
土
木
科
、
環
境
デ

ザ
イ
ン
科
、
生
活
科
学
科
）
と

な
り
ま
し
た
。

本
校
の
教
育
目
標
は
「
よ
い

個
人
を
形
成
す
る
。
よ
い
市
民

を
育
成
す
る
。
よ
い
職
業
人
を

養
成
す
る
。」
で
す
。
個
人
の

尊
厳
を
重
ん
じ
、
自
ら
た
く
ま

し
く
人
生
を
切
り
開
く
「
個

人
」
の
伸
長
を
図
る
こ
と
、
農

業
高
校
生
と
し
て
、
生
命
を
尊

び
、
自
然
を
大
切
に
す
る
精
神

を
養
い
、
郷
土
を
愛
し
豊
か
な

文
化
を
継
承
で
き
る
「
市
民
」

を
育
成
す
る
こ
と
、
国
際
感
覚

を
持
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
職

業
人
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

環
境
デ
ザ
イ
ン
科
は
自
然
環

境
を
主
と
し
た
緑
の
空
間
を
意

識
し
、
都
市
景
観
や
デ
ザ
イ
ン

等
の
造
園
に
関
す
る
設
計
・
施

工
管
理
の
技
術
者
の
養
成
を
目

指
す
と
と
も
に
、
緑
豊
か
な
環

境
の
造
成
と
環
境
保
全
を
考
え

る
こ
と
の
で
き
る
豊
か
な
心
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

環
境
デ
ザ
イ
ン
科
の
学
習
内

容
は
、
１
年
生
で
は
「
農
業
と

環
境
」「
総
合
実
習
」「
農
業
情

報
処
理
」「
造
園
計
画
」「
環
境

緑
化
材
料
」
の
５
科
目
が
専
門

科
目
で
す
。「
農
業
と
環
境
」

「
総
合
実
習
」
の
中
で
、
農
業

の
基
礎
や
剪
定
、
苗
木
生
産
の

基
礎
技
術
を
学
習
し
て
い
ま

す
。２

年
生
か
ら
は
「
造
園
コ
ー

ス
」「
緑
化
コ
ー
ス
」
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な
実
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
造
園
コ

ー
ス
」
で
は
石
組
み
や
竹
垣
作

成
な
ど
の
造
園
技
術
に
つ
い

て
、「
緑
化
コ
ー
ス
」
で
は
挿

し
木
、
株
分
け
を
中
心
と
し
た

苗
木
の
繁
殖
に
つ
い
て
の
技
術

力
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

学
校
設
定
科
目
で
あ
る
「
造
園

デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
エ
ク
ス
テ

リ
ア
＆
ガ
ー
デ
ン
Ｃ
Ａ
Ｄ
「
Ｒ

Ｉ
Ｋ
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
を
使
用
し
て

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
本
操
作
か
ら
設
計

図
や
外
観
提
案
用
の
パ
ー
ス
作

製
な
ど
の
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。３

年
生
で
は
、「
造
園
コ
ー

ス
」
で
造
園
技
能
検
定
３
級
、

「
緑
化
コ
ー
ス
」
で
園
芸
装
飾

技
能
検
定
３
級
の
全
員
合
格
を

目
指
し
実
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。「
造
園
計
画
」
で
は
、

１
・
２
年
生
で
学
ん
だ
製
図
の

技
術
を
活
か
し
造
園
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
に
多
く
の
作
品
を

出
品
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
造

園
コ
ー
ス
」
の
集
大
成
と
し
て

５
名
程
度
の
班
で
、
生
徒
達
自

身
が
庭
園
設
計
図
面
を
描
き
、

４
ｍ
×
６
ｍ
の
敷
地
に
卒
業
作

品
で
あ
る
庭
園
の
作
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
完
成
し
た

庭
園
は
、
１１
月
に
行
わ
れ
る
稲

高
祭
に
お
い
て
来
客
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
の
新
し
い
取
組

と
し
て
、
愛
知
県
職
業
能
力
開

発
協
会
「
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス

タ
ー
制
度
」
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
本
校
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
造

園
・
植
木
業
界
の
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
服
部
庭
園
様
、

諏
訪
園
芸
様
に
御
指
導
い
た
だ

き
、
生
徒
達
に
現
場
で
生
き
る

技
術
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
道
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
に
手
厚
い
指
導
を
い

た
だ
け
る
こ
と
で
、
生
徒
達
の

満
足
度
も
高
い
活
動
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、「
課
題
研
究
」
に
お

い
て
、
主
体
的
か
つ
協
働
的
に

課
題
を
設
定
し
、
１
・
２
年
生

で
培
っ
て
き
た
知
識
・
技
術
を

活
か
す
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
カ

ル
ガ
モ
を
中
心
と
し
た
生
態
系

を
作
る
た
め
の
ビ
オ
ト
ー
プ

を
、
本
校
西
農
場
に
作
成
し
ま

し
た
。
き
っ
か
け
は
、
カ
ル
ガ

モ
が
、
本
校
で
栽
培
し
て
い
る

サ
サ
の
苗
に
卵
を
産
ん
だ
こ
と

で
し
た
。
今
年
度
は
ビ
オ
ト
ー

プ
周
辺
に
カ
ル
ガ
モ
が
産
卵
し

や
す
い
よ
う
に
産
卵
台
を
作
成

し
、
そ
の
様
子
が
観
察
で
き
る

よ
う
に
愛
知
県
産
桧
の
間
伐
材

を
使
用
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
制

作
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

本
校
が
所
在
す
る
稲
沢
市
は

植
木
の
産
地
、
造
園
の
町
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
造
園
関
連
の
職
業
人
と
し

て
必
要
と
さ
れ
る
専
門
的
な
知

識
や
技
術
を
習
得
し
た
地
域
産

業
の
担
い
手
の
育
成
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

問川原田邦彦 確実園園芸場（茨城県）
☎電話０２９‐８７２‐００５１

カキツバタ’蒸れ鷺’

マイスターによる出前授業（松竹梅寄せ植え）

マイスターによる出前授業（竹垣作成）

もろこし舟上原

◀ビオトープにカモちゃんがやってくる
ビオトープ作成

カキツバタ
Iris laevigata

日本産のアヤメの仲間（イリス属）は７種。その
うち万葉の時代から楽しまれているのが本種である
（アヤメは平安時代、ハナショウブは江戸時代）。
その割に園芸品種は少なく２０品種ほどが知られてい
るに過ぎない。弊社では１５種ほど育てている。
またこの仲間は湿地に生育するイメージが強い
が、湿地または水中で育つのは本種のみである。
カキツバタと有名なアヤメやハナショウブは混同
されがちだが、花、葉、花茎などで容易に区別でき
る。ちなみに花の区別点は、下の花弁の中央部に、
基部から白い筋が入ることである（アヤメは黄色の
着色と網目模様で、白花は黄色の着色のみ、ハナショ
ウブは黄色の筋）。開花時期は５月中下旬（アヤメ
は５月上中旬、ハナショウブは５月下旬から６月）。

造園技能検定３級

園芸装飾技能検定３級
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東京農業大学名誉教授　中 村 幸 人

連載「東アジアの高山植物」 ◆プロフィール　中村　幸人（なかむら　ゆきと）
1952（昭和27）年3月生　東京農業大学名誉教授（博士　理
学）専門：植生学、植物地理学、景観生態学
神奈川県鳥獣総合対策協議会委員、神奈川県公共事業評価
審査会委員、国際植生学会群集命名規約委員会委員　他
横浜国立大学助手、作新学院大学教授を経て平成14年より東
京農業大学教授

私
は
元
々
造
園
業
界
に
興
味

が
あ
り
、
東
京
農
業
大
学
地
域

環
境
学
部
造
園
科
学
科
を
卒
業

後
、
新
卒
で
グ
ン
ゼ
グ
リ
ー
ン

株
式
会
社
横
浜
営
業
所
の
営
業

職
と
し
て
入
社
し
ま
し
た
。
入

社
時
は
職
場
の
先
輩
方
を
は
じ

め
取
引
先
や
仕
入
れ
先
も
ほ
と

ん
ど
が
男
性
で
し
た
。
入
社
前

か
ら
こ
の
業
界
は
男
性
中
心
で

あ
り
、
女
性
は
少
数
派
で
あ
る

こ
と
は
知
っ
て
い
た
の
で
、
逆

に
女
性
と
い
う
こ
と
を
生
か
し

て
営
業
で
き
た
ら
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

実
際
の
営
業
で
は
、
女
性
と

い
う
こ
と
で
、
取
引
先
の
方
に

名
前
や
顔
を
早
く
覚
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
職
場
で

は
、
先
輩
方
が
体
力
面
や
精
神

面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
入
社
し
て
２
年
目
の

３
月
に
結
婚
し
、
３
年
目
の
１１

月
に
は
産
休
・
育
休
を
取
得
し

ま
し
た
。
妊
娠
期
間
中
の
仕
事

は
、
植
木
の
積
み
込
み
や
遠
出

の
出
張
は
、
先
輩
に
代
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
つ
わ
り
の
時
や
切

迫
早
産
で
１
週
間
休
暇
を
い
た

だ
く
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
職
場

の
皆
さ
ん
は
即
対
応
し
て
く
れ

ま
し
た
。
妊
娠
中
は
、
特
に
周

り
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、

仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
職
場
の

方
々
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

昨
年
の
１
月
に
無
事
女
の
子

を
出
産
し
、
１
年
間
の
育
児
休

暇
を
取
得
後
職
場
復
帰
し
ま
し

た
。
復
帰
後
は
通
常
の
勤
務
時

間
よ
り
２
時
間
早
く
退
社
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
自
宅
で
の
事
務
仕
事

が
可
能
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、

退
社
後
で
も
急
な
仕
事
は
家
で

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

私
が
今
日
ま
で
仕
事
を
続
け

ら
れ
て
い
る
の
は
、
周
り
の
方

の
理
解
と
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト

の
お
か
げ
で
す
。

今
後
、
誰
に
で
も
体
調
不
良

や
怪
我
で
の
入
院
、
両
親
の
介

護
等
、
仕
事
を
一
時
的
に
休
ま

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
は
、
起

こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
も
し
職

場
の
方
や
周
り
の
方
が
困
っ
て

い
た
ら
、
私
も
全
面
的
に
サ
ポ

ー
ト
さ
せ
て
頂
き
た
い
で
す
。

そ
の
よ
う
な
職
場
環
境
が
こ
れ

か
ら
は
と
て
も
大
事
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。

荒原に持つイメージは風が吹きす
さぶ西部劇の荒野のように馴染みの
あるものではありません。森に覆わ
れた日本ではどこにもそのような場
所は無いように思えます。ところが
森林限界を越えた高山の草原帯で
は、あまり草の生えていない岩肌や
砂礫がむき出しの崩壊を伴う場所が
比較的多くあり、高山荒原と呼ばれ
ています。荒原が成立する要因はい
ろいろありますが、代表的なもので
は稜線に沿った登山道沿いの急斜面
崩壊地、とくに火山堆積地、花崗岩、
珪長岩などの崩壊しやすい地質に多
く見られます。特徴的な植物はナデ
シコ科のイワツメクサ、コバノツメ
クサ、ミヤマミミナグサなどが小さ
な白花を沢山咲かせます（写真１）。
そのほか、イワギキョウ、イワスゲ、
コメススキ、ミヤマヌカボなどが普
通に見られます（写真２）。これら
の植物は矮性低木群落や風衝草原の
壊れた跡地に先駆的に植分を形成す
ることでも知られています。
崩れやすい富士山のスコリア火山
灰上ではオンタデ、フジハタザオ、
ミヤマオトコヨモギの疎生草原が海
抜２５００ｍ以上に広がっています。北
海道の雌阿寒岳などの火山崩壊地で
はヒメイワタデ、メアカンフスマ、
メアカンキンバイが出現します。
雪の多い北アルプスでは風背側の
雪渓の消雪と共に地表面が動きやす
くなり、ミヤマタネツケバナ、クモ
マグサ、ジンヨウスイバ、ヒロハノ
コメススキなどの荒原が出現するよ
うになります（写真３）。クモマグ
サの母種は北海道以北に分布するチ
シマクモマグサで、カムチャツカ半
島では雪の多い火山崩壊地に見られ

ます。一方、ミヤマタネツケバナは北海道と本州に分布する日本固有種で里山
のタネツケバナを小ぶりにした感じです（写真４）。ジンヨウスイバとヒロハ
ノコメススキは北半球に広く分布し、氷河の末端部などにも生育が見られま
す。
高山の女王と呼ばれるコマクサも北海道の大雪山、東北の岩手山、北アルプ
スの白馬岳周辺などの崩壊地に見られます。よくタカネスミレやウルップソウ

と一緒に生育していることから、タ
カネスミレ－コマクサ群集と呼ばれ
ています。白馬岳から杓子岳に向か
うコルの西側風衝面には条線土と呼
ばれる構造土が発達していて、スト
ライプ状に砂礫帯と中礫帯が交互に
現れます（写真５）。砂礫帯では崩
壊地のように基質が動いており、ウ
ルップソウなどが出現しています
（写真６）。中礫帯は安定して風衝
草原が成立します。構造土は高山帯
に見られる現象で、夜間に土壌中の
水分が凍結し、日中は融解して膨
張・収縮を繰り返すことで、土壌中
の基質が粒径ごとに振り分けられる
ためです。水分を多く含む砂礫は動
きが激しく、コマクサやタカネスミ
レなどは地上部の可憐な姿に似合わ
ず、根茎は数メートルの深部に達し
ます。
荒原には石灰岩などの塩基性岩
や、蛇紋岩、橄欖岩などの超塩基性
岩が表層に露出した場所もありま
す。通常、塩基性・超塩基性岩は植
物が生育しにくく、まばらな草地に
なります。蛇紋岩は植物の栄養とな
るリンや窒素が乏しく、多く含まれ
るマグネシウムは、根が水を吸い上
げるのを妨げる性質があります。出
現する植物は耐性のある特異な植物が多く、
高山荒原の中でも個性豊かな植物が揃ってい
ます。北アルプスの八方尾根や雪鞍岳の蛇紋
岩地ではミヤマミミナグサの変種のクモマミ
ミナグサ、至仏山ではホソバヒナウスユキソ
ウ、早池峰山では日本のエーデルワイスと呼
ばれるハヤチネウスユキソウ、北海道の夕張
岳ではユウバリソウなどが知られています（写
真７）。
石灰岩地では主成分である炭酸カルシウム

を好むというより、競争力のある植物の侵入
が無いために、耐性があって生き延びること
ができたと考えられます。すなわち、非石灰
岩地にも分布するムカゴユキノシタは北岳と
白馬岳の山頂付近の岩角地に生育しますが、
シベリア北部の北極海に面した海岸にも分布
しています（写真８）。

青
年
部
会
だ
よ
り

写真８．海抜２ｍのムカゴユキノ
シタ シベリアの北極海に面し
たチェルスキー

写真５．条線土の砂礫帯にウルップソウが生
育する。白馬岳周辺 ２０１２／７／１５

写真６．ゴマノハグサ科のウルップソウ 白
馬岳周辺 ２０１２／７／１５

写真７．クモマミミナグサの生える蛇紋岩崩
壊地 雪鞍岳 ２００８／８／１２

サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
し
て

今
日
も
働
い
て
い
ま
す

石

井

萌

恵

（
グ
ン
ゼ
グ
リ
ー
ン
㈱

横
浜
営
業
所
）

令和元年の青年部会東日本ブロック研修会

今営業促進中のサンパチェンスを添えて

写真１．コバノツメクサ 雪鞍岳
２００８／８／１２

写真２．砂礫崩壊地のイワギキョウ 白馬岳
２００８／８／１２

写真３．雪渓が消えた後に咲くクモマグサ
雲ノ平 ２０１８／８／２２

写真４．日本固有種のミヤマタネツケバナ
北岳 ２００８／６／２７

家族写真
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ヒガンバナとその仲間特集　

素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

⑥キツリフネ
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たる  さわ ただし

足 澤　匡

９月の声を聴くようになるとヒガンバナの開花のニュースが気になります。
ヒガンバナは秋の彼岸の頃に花を咲かせることから名前がついたといわれてい
ます。
ヒガンバナの仲間（リコリス属）は、ヒマラヤ東部から中国、日本にかけて２０
種が分布しており日本には、ヒガンバナ（Lycoris radiata）、キツネノカミソリ
（L.sanguinea）、ショウキズイセン（L.traubii）、シロバナマンジュシャゲ（L.
albiflora）、ナツズイセン（L.squamigera）の５種が自生しているとされてい
ます。しかし、ヒガンバナとナツズイセンは人里に限って自生していることから
中国から古い時代に渡来した（自然帰化或いは稲作伝来と同時に帰化説など）
ものではないかと言われています。また、シロバナマンジュシャゲは種子をつ
けるショウキズイセンとヒガンバナの２倍体（コヒガンバナ L.radiata var.

pumila）との雑種ではないかと言われており、九州と済州島に自生していると
のことです。これらのことから、もともと日本に自生している種類は、キツネノ
カミソリとショウキズイセンの２種のみということになるかもしれません。
キツネノカミソリは、葉の形が剃刀の形に似ていて寂しい気味の悪い場所に
生えていることからキツネの名をつけた（花と樹の事典 木村 陽二郎監修
柏書房）と言われており、この仲間では比較的早咲きで８月には花をつけます。
花弁は反り返らず、色は黄赤色で、燃えるような赤い色のヒガンバナとはかな
り趣が異なります。開花期が夏の盛りの暑い時期で、花を愛でるには少し時期
が悪いこともあり、私は良い花だと思っていますがあまり人気は無いようで残
念です。
ショウキズイセンもキツネノカミソリと同じように、ヒガンバナとは花の色
が異なり、鮮黄色です。分布は四国、九州、琉球、台湾、中国南部で、開花は９月
の初旬ごろから。ヒガンバナより１か月くらい早く咲き始めます。花の色が黄
色で良く目立つことからガーデニング材料として重宝されているようです。
花の名所づくりの一環で、ヒガンバナの里を造るブームからヒガンバナの需
要が高まって、国内のヒガンバナの球根では賄いきれなくなって、中国から球

根を輸入するようになったそうです。そのため、国内に分布する３倍体と同じ
ヒガンバナばかりでなく、種子のできる２倍体のヒガンバナが混じって導入さ
れて植えつけられたことから、「ヒガンバナは実がつかないはずなのに実がつ
いているのはおかしい」という苦情が寄せられているという話を聞いたことが
あります。この実をつけるヒガンバナこそがショウキズイセンとの間にシロバ
ナマンジュシャゲを生んだコヒガンバナではないでしょうか。自宅で調べた昨
年のフラワーカレンダーを見てみると、ショウキズイセンは９月４日、コヒガ
ンバナは９月７日に開花しており、開花期はほぼ一致します。いずれも受粉能
力を有していることから、シロバナマンジュシャゲは、上記したようにショウ
キズイセンとヒガンバナの２倍体（コヒガンバナ）との間に生まれた雑種起源
の種類ということで間違いないような気がします。
ほかの種類では、早咲きの種類としてナツズイセンやリコリス ロンギチュ
ウバ（L.longituba）があります。条件にもよると思いますが、いずれも７月
中・下旬には開花します。ロンギチュウバは花つきがやや悪いようですが白花
で清楚な雰囲気の花で、ヒガンバナの仲間では唯一花に芳香があることから注
目され始めています。
注目され始めている種類として最後にヒガンバナの八重咲き品種を紹介しま
す。発見された場所により２～３系統あるようですが、雄しべが花弁に変化し
ていることから、ヒガンバナとはまったく思えないような豪華な花のつくりで
す。
いずれも球根の生産・流通はまだまだのようですが、ロンギチュウバや八重
咲きのヒガンバナが一般化して、花を使った緑景観が一段と魅力的となること
を願っています。

参考文献：日本のひがんばな 松江 幸雄 著 文化出版局
園芸植物大事典 小学館
朝日百科 植物の世界 朝日新聞社

舟をぶら下げているような花を咲かせる「ツリ

フネソウ」。とても変わった形をしています。赤

と黄色の花がありますが、黄色は「キツリフネ

Impatience noli-tangere」です。よく見ると、葉の

鋸歯、花の形も少し違います。キツリフネの方が

少し弱々しく、谷あいに吹くやわらかい風にも揺

れていました。花言葉を調べてみると、「私は短

気、さわっちゃいや！」。繊細な花なので、「さわっ

ちゃいや！」なのかと理解しましたが、「私は短

気、」の意味がわかりませんでした。もう少し近

くで観察しようとした瞬間、パッ！っと何かが弾

けたのです。キツリフネの種でした。熟した蒴果

に触れると、種子が弾け飛ぶのです。まるで、ホ

ウセンカみたい。実は、どちらも、ツリフネソウ

科ツリフネソウ属でした。他には、インパチエン

ス（アフリカホウセンカ）も同じ属で、同じよう

に弾け飛ぶのです。だから、「私は短気、」意味が

わかりました。

ツリフネソウ、ホウセンカ、インパチエンス、

それぞれ個性的ですが、種子散布の仕方が同じな

んて、さすが同じ属ですね。ちなみに、弾けて飛

ぶ種子はそれほど遠くに飛びません。自分の足元

周辺に散布しているのです。自分が生育している

環境を変えずに、少しだけ離れた場所に子供たち

を育てる意味があるのではないでしょうか。自

然って、本当に不思議ですよね。だから、楽しい

です。

株式会社 アスコット
若 林 芳 樹

シロバナマンジュシャゲ

ヒガンバナの八重咲き品種

岩
手
県
南
昌
山
ぬ
さ
か
け
の
滝
に
て
（
２
０
０
５
年
９
月
１８
日
）

ショウキズイセン

リコリス ロンギチュウバ

キツネノカミソリ

ヒガンバナの２倍体

ヒガンバナ

ナツズイセン
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注文の多い植木屋さん注文の多い植木屋さん

農業生産法人 株式会社みちのくビオトープ農業生産法人 株式会社みちのくビオトープ農業生産法人 株式会社みちのくビオトープ

希望郷の大地の恵みをあなたのもとへ希望郷の大地の恵みをあなたのもとへ

グループ会社
レフラン（株）
ナチュラルサイエンスパワー
ナノバブル酸素水　1ℓ当り 30㎎
　植物・動物の活性化の促進
　植物・動物の成長・生育の促進
ナノバブル二酸化炭素水　1ℓ当り 2000 ㎎
植物の生長・生育の促進・病害虫の予防
動物の感染予防
畜舎の除菌・消臭

〒024-0022　岩手県北上市黒沢尻 3-4-25
TEL　0197-63-7536　FAX　0197-63-7543
e-mail  qqq34gv79@fork.ocn.ne.jp
樹木生産 20ha 　コンテナ生産 5万本

緑花木の生産・販売

２０２２年用 日本植木協会オリジナル手帳のアンケート
毎年、協会員さんにお送りしている協会オ

リジナル手帳ですが、今年の手帳は、見開き
に２週間分記入が出来るデザイン（厚さ薄
め）を採用したのですが、色々な意見が寄せ
られたことにより、来年度はアンケートを元
に手帳のデザインを決めようと思いますの
で、ぜひご協力のほどお願い致します。

右記のＱＲコードから回答お願い致します。電話や FAX
でも回答可能です。締め切りは、９月７日（火）まで。
TEL０３‐３５８６‐７３６１ FAX０３‐３５８６‐７５７７
質問内容 ２０２２年の協会オリジナル手帳は、現在ご使用の見
開き２週間分記入ができるデザイン（厚さ薄目）がよいでしょ
うか？
①はい、現在同様の見開き２週間分記入の手帳がよい。
②いいえ、２０２０年以前の見開き１週間分記入の手帳がよい。

会 員 動 向
社園名・代表者・住所変更
�()新 ㈱南阿蘇緑化（熊本県） ()旧 ㈲南阿蘇緑化

新代表者 白石 匠
新住所 〒８６９‐１６０１ 熊本県阿蘇郡高森町上色見７５５

代表者変更
�()新 佐藤 芳男 ㈱観賞園緑化（千葉県）
�()新 仁田原 稔 ㈲仁田原宝徳園（福岡県）
�()新 大森信之介 ㈲大森樹芸園（熊本県）

訃 報
�古賀眞喜能 様 （古賀 晃氏のご母堂様）
㈲大福 （福岡県） 令和３年６月没
�岡部ハツ江 様（岡部由弥氏のご母堂様）
岡部農園（東京都）
令和３年７月２６日没 享年８３歳

開催場所
協会・本部
〃
〃
〃

協会・本部
〃
〃

ホテルメトロポリタンエドモント
協会・本部
〃

グランドアーク半蔵門
協会・本部

協会・本部
〃

協会・本部
〃
〃
〃
〃
〃

協会・本部
中央合同庁舎４号館
協会・本部
協会・本部
〃

日造協会議室
協会・本部
協会・本部
〃
〃

会議・会合・行事名
庭園樹部会 役員会（対面・リモート会議）
緑育出前授業実行委員会（対面・リモート会議）
コンテナ部会 役員会（対面・リモート会議）
植生調査委員会（リモート会議）
第４回切花輸出拡大推進会議（リモート会議）
業務執行理事会（対面・リモート会議）
連絡調整会議（対面・リモート会議）
未掲載樹木検討委員会（対面・リモート会議）
全国山林種苗協同組合総会出席
環境緑化樹木識別検定実施委員会（対面・リモート会議）
カレンダー委員会（対面・リモート会議）
（一社）日本公園緑地協会・Ｒ２年度総会
新樹種部会・対外活動事業委員会（リモート会議）
農林水産省打合せ（リモート会議）
コンテナ部会 役員会（対面・リモート会議）
新樹種部会 役員会（対面・リモート会議）
輸出拡大実行戦略説明会（リモート会議）
カレンダー委員会（対面・リモート会議）
令和３年度前期監査及び理事会（リモート会議含む）
広報・普及委員会（リモート会議含む）
役員推薦委員会（リモート会議含む）
植生調査委員会（リモート会議）
供給可能量調査委員会（リモート会議）
青年部会・幹事会（対面・リモート会議）
アルメーレ国際園芸博覧会屋内出展実行委員会
カレンダー委員会（対面・リモート会議）
新樹種部会会員活動事業委員会（対面・リモート会議）
コンテナ部会 役員会（対面・リモート会議）
造園・環境緑化産業振興会
カレンダー委員会（対面・リモート会議）
財務諸表等の見直しについての会議（対面・リモート会議）
新樹種部会 ビジョン検討委員会（リモート会議）
供給可能量調査委員会（リモート会議）

日時
５／６
５／７
５／１１
５／１３
５／１４
５／１９
５／２０
５／２１
５／２１
５／２５
５／２７
６／３
〃
６／８
〃
６／９
６／１５
６／１６
６／１７
６／１８
〃
６／２１
６／２２
６／２３
６／２５
６／２９
７／１２
７／１４
〃
７／１６
７／２１
７／２８
〃

お知らせ

募集期間 ２０２１年８月２５日（水）～１１月２５日（木）まで

１． 日時・場所
東京会場 令和３年１０月２日（土）
１３：００～１６：００
〒１００‐００１２ 東京都千代田区日比谷公園１‐５
緑と水の市民カレッジ

２． 講師 協会員：川原田邦彦氏、吉澤信行氏、
山﨑隆雄氏

３． 費用 一般：５，０００円、学生：３，０００円
４． 定員 ２６名
５． 申込締切 東京会場：令和３年９月２２日（水）

※造園ＣＰＤ・樹木医ＣＰＤプログラム認定 申請中
６． 問合せ 協会事務局 木谷 ☎０３－３５８６－７３６１

厚さ
①９ミリ程
②１２ミリ程

植木や緑にまつわる川柳 大募集

【応募方法】
●お名前・会社名・住所・電話番号・掲載
名（お名前またはペンネーム）を明記の上、
お１人につき３点までお申し込みいただけ
ます。規定の応募用紙はございません。下
記のメール・FAXにてお送りください。
e-mail : nakamura@ueki.or.jp
FAX：０３‐３５８６‐７５７７
問合せ （一社）日本植木協会

TEL０３‐３５８６‐７３６１

「樹木識別のポイント講習会」
参 加 募 集

①

②

●応募作品は未発表のものに限
ります。
●１人３作品まで応募いただけ
ます。
●優秀作品は当協会ホームペー
ジ上および広報誌などで公開
します。
●個人情報（お名前・ご住所・電
話番号等）は川柳コンテスト
応募の目的以外には使用せ
ず、厳正な管理をいたします。

植木圃場から教室に
生きた樹木の枝葉を持
ち込んで、似ていて間
違いやすい樹種を葉と
枝だけで見分けるポイ
ントを学びます。樹木
識別のスペシャリスト
を目指す方におすすめ
です。なお、会場の都
合により参加者は先着
順で定員になり次第、
締切りとさせていただ
きます。

令和３年度 協会会議・会合・行事

ＱＲコード
アンケート


